
Peppolが輝かせる「主役」たち  ～住田町、デジタルインボイスの「自分ごと」化～

2026年７月２日、デジタル庁は、岩手県住田町の関係者の皆さまとの間で、ガバメントクラウド利用料に関する

請求のデジタルインボイスでの受領*について、意見交換を行いました。

まず、住田町の高橋大将 係長（企画財政課情報戦略係）から「働きかけがあったとき、関係部署との調整を想定

し、当初は困惑した」との率直な話があり、「実際に話を聞いてみると現状のプロセスを大きく変えることなく対

応できると思い、関係部署に話をしてみることにした」といった内部での「初動」について説明がありました。

そのうえで、請求処理も担っている高橋氏からは

「請求処理に戸惑いがなかったといえば嘘になる。た

だ、デジタル庁から提供された受領ツールのおかげで、

心理的抵抗は大幅に下がった」との話もありました。

住田町の関係者の皆さま

*ガバメントクラウドの利用料に係る請求をデジタルインボイスで受けたい利用団体は、デジタル庁が運用するGCAS（Government

Cloud Assistant Service）で手続を行うことができます。

さらに、高橋氏からは「周辺の自治体でもデジタルイ

ンボイスでの受領が検討されていると聞いています。自

治体ごとにクリアすべき様々な調整事項があると思いま

すが、DXを進めるためにはとりあえずやってみると

いったスタンスも重要だと感じた」との前向きな話があ

りました。
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